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研究課題名「気分障害・不安障害・身体症状症の人格傾向・養育体験・周囲の

サポートの有無を指標とした薬物治療および心理社会的治療の効果に関する研

究」に関する情報公開 
 
１．研究の対象 
本研究の対象者は、2005年3月から2028年3月の間に、名古屋大学医学部附属病

院または愛知学院大学歯学部附属病院において、アメリカ精神医学会の診断基準であ

るDiagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders: DSMにより、気分障

害、または不安障害、または身体症状症と診断され、本研究に文書で参加の同意をさ

れた方です。 

 
２．研究目的・方法・研究期間 
研究目的： 
気分障害、不安障害、身体症状症に対する生物学的治療（薬物治療など）や心理社

会的治療等に対する治療反応性と、人格傾向、養育体験、周囲のサポートの有無等と

の関係性を明確化することが研究の目的になります。その結果、どのように治療選択

を行うかという指標を明確化し、それぞれの患者に適する個別化治療の確立を目指し

ます。 

 
研究方法： 
薬物治療の導入前後、および心理社会的治療の導入前後で、以下の評価尺度等を用

いた精神医学的評価を行います。 
・精神症状：Hamilton Depression Rating Scale (HAM-D)、Hamilton Anxiety Rating 

Scale (HAM-A)、Panic Disorder Severity Scale (PDSS)、Yale Brown Obsessive 

Compulsion Scale (Y-BOCS) 

・パーソナリティ傾向：Temperament and Character Inventory (TCI) 

・養育環境：Parental Bonding Instrument (PBI) 

・周囲のサポートの有無：Social Support Scale (SSQ) 

・生活機能：Global Assessment of Functioning Scale (GAF scale) 

・生活の質：Short-Form 36 Item Health Survey (SF-36) 

高齢者の場合は、器質的な要因を検討する際に画像検査や認知機能検査も併せて行

うことがあります。 

 



 

 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦） 2028年 3月 31日 

 
３．研究に用いる試料・情報の種類 
情報：カルテ番号、生年月日、診断名、病歴、治療歴 等 

試料：血液 

 
４．外部への試料・情報の提供 
共同研究機関である愛知学院大学歯学部および藤田医科大学への資料・情報の提供

は、特定の関係者以外がアクセスできない状態で行います。対応表は、本学の研究責

任者が保管・管理いたします。 
 
５．研究組織 
・名古屋大学大学院医学系研究科・精神疾患病態解明学 尾崎紀夫 
・愛知学院大学歯学部・顎口腔外科学講座 伊藤幹子 
・藤田医科大学・病態制御解析学講座 斉藤邦明 
 

６．お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲

内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することができますのでお申し出ください。 

また、情報・試料が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの

代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先まで

お申し出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 
  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
〒466-8550 名古屋市昭和区鶴舞町65 

TEL 052-744-2282 

名古屋大学大学院医学系研究科・脳神経病態制御学 木村宏之 

 
研究責任者： 
名古屋大学大学院医学系研究科・精神疾患病態解明学 尾崎紀夫 

 

研究代表者： 

名古屋大学大学院医学系研究科・精神疾患病態解明学 尾崎紀夫 

 


